
                       

■安宅スマートＩＣのこれまでの経緯 

平成 20年 3 月 ～21 年 3 月 ：社会実験を実施 

平成 21年 4 月         ：運用開始（恒久化・16 時間運用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■２４時間化により期待される効果 

・小松空港利用者の利便性確保 

小松空港の運用時間が２２：３０まで延長されることに伴い、２２：００以降の交通アクセスが

予想され、安宅スマートＩＣの２４時間化により、小松空港利用者の利便性確保が図られる。 
 

・企業活動の支援 

県内有数の工業集積地である小松工業団地は、安宅スマートＩＣに近接しており E8 北陸道

へのアクセス性が良く、安宅スマートＩＣの２４時間化により、さらなる工業団地内企業の物流支

援への寄与が期待される。 
 

・新たな開発の支援 

安宅スマートＩＣに近接した位置で新たな工業団地の造成計画があり、高速道路の有効活用

による地域経済の活性化への寄与が期待される。 

■ご利用状況 

常設化後より増加傾向 
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